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 こんにちは、ピーシー・ブレインの高山です。 

ツイッターを使い始めてから、インターネットの中を流れる情報の速さを改めて実感しています。 

また、メールやブログとは違った微妙な距離感にコミュニケーションツールとしての可能性を強く感じて

います。もし興味があるようでしたら、分かる範囲で説明しますので気軽に質問してください。 

さて、今月も、ホームページの活用方法を中心とした「WEBマーケティングのヒント」というタイトルで、

お役に立つ情報をお届けいたします。 

Windows 7 リリース 
   

ホームページ更新の実務 
   

ホームページを更新するとは！？ 
   

ホームページを更新するメリット  
   

 

☆今月のメニュー 

 

□トピック 

Windows 7 リリース 

 

□活用講座 

ホームページ更新の実務 

 

 

□お知らせ 

SEO診断レポートサービス 

お客様の事例を募集します 

ホームページ活用講座 

ホームページ更新  

実践編 

 ホームページ更新とは？ 

 更新するメリット 

 更新内容は・・・ 

 更新作業のポイント 

 実際の更新 こんなとき

は？ 

 自分で更新する時の注

意点 

 更新しやすいページ、 

更新し難いページ 

10月 27日に、Vista以来２年

半振りにWindows OSが新し

くリリースされました。 

 

評判の芳しくなかった Vistaの

後継OS としてパソコンベン

ダーなどは期待を寄せていま

すが、設備投資が抑えられいる

情勢の中では急激に普及する

ことはなさそうです。 

 

インターネット関連では、ブラ

ウザ(Internet Explorer)の

バージョンが「８」になりまし

た。これによって IE8の割合

は増えてくるはずですが、現

状では IE6 もまだまだ多く

ホームページ制作の現場での

IE対応はまだ必要なようです。 

 

また、Windows7ではセキュリ

ティ対策ソフト Microsoft 

Security Essentials がマイクロ

ソフトから無償提供されます。こ

れは初期導入されておらず、ダ

ウンロードしてインストールする

必要があります。 

最近はホームページを作りっぱ

なしではなく、しっかり使って成

果を出そうと考える方がかなり

増えてきました。 

こうなると、ホームページに同じ

内容を掲載し続けるのではな

く、定期・不定期に更新したいと

いう風に考えるようになります。 

 

実際、作ってもらったホームペー

ジを修正したいのだけど・・・とい

う相談も多く寄せられています。 

そこで今回は、ホームページの

更新についての基本的な考え

方や、実際にスムーズに更新を

行うためのヒントについてとりあ

げてみます。 

私たちのような立場では「ホー

ムページ更新」という表現をよく

使いますが、実は人によって

持っているイメージがかなり違

うことが分かっています。 

 

ホームページの制作に携わっ

ている人間にしてみれば、既存

のホームページの一部を書き

換える、ページを追加する程度

の作業を意味して使うことが多

いのですが、ホームページオー

ナーの方や私たちに問合せを

頂く、相談される方みなさんが

必ずしもこれと同じようには考

えていません。 

 

例えば、デザインやレイアウト

の変更を伴うようなホームペー

ジの修正について相談を受け

ることがありますが、これにつ

いては私たちは「リニューアル」

「リフォーム」というように呼び、

「更新」とは区別しています。 

 

「リニューアル」ではデザインや

レイアウトの変更、ホームペー

ジのタイトルや記事・メニューの

構成、さらにはページ内の文章

の表現にまで影響が及ぶような

ことも尐なくなく、全体にわたっ

て作り替えが必要なケースが

多いためです。 

 

ここでの「更新」とは、既存ペー

ジの一部の修正（文字、画像

等）および新規ページの追加な

ど、ホームページの全体構造を

変えることのない修正を指すも

のとして説明してゆきます。 

ホームページを会社案内・カタ

ログ的に捉えていれば、商品変

更時など年に数回程度の修正

で十分かも知れません。 

 

にも関わらず、ホームページを

使って集客や販売に成果を上

げている人や、その支援をして

いるコンサルタントの多くが、

「ホームページを更新しましょう」

と言うのには理由があります。 

 

一つには訪問者に与える印象

で、もし古い情報をそのまま掲

載したらどうでしょう。信用できる

でしょうか？ 

そしてもう一点は、更新すること

で検索エンジンの評価が高くな

り SEO対策上有利になるという

ことです。 

さらに、ホームページの存在を

意識することになり、業務面・営

業面でもよい刺激・循環をもたら

すと言われています。 
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更新内容は？何を更新するとよいのか・・・ 
   

効率の良い更新作業のポイント 
   

 

ホームページを更新すること

で、訪問者の印象、検索エンジ

ンの評価が高くなるなどのメリッ

トがあるのは先に説明した通り

です。 

 

ところが、いざホームページを

更新しようとすると、製品情報

や会社情報以外にネタがない、

と考えてしまって手詰まりのよう

な状態になることがあります。 

私たちもよく相談を受けます。 

 

そのような時には、どのように

考えると良いのでしょうか？ 

 

実は、ホームページを更新する

ためのネタは日常業務、特に営

業の現場にはたくさんありま

す。 

営業といっても外回りだけを意

味するのではなく、電話やメー

ルなどでの問合せや相談の中

にもヒントがあるのです。 

 

例えば、 

 

■よくある質問 

広告やカタログを見ただけでは

よく分からない内容や、繰り返

し問合せがあることなどはとて

もよいネタです。 

営業マンが商談でよく質問され

る内容も最適なネタです。 

また、サポート窓口に寄せられ

る問合せと回答を掲載すると、

電話・メールでの対応を減らす

効果もあります。 

「よくある質問」「●●の方へ」な

どとして掲載すると良いです。 

 

■ニュース・トピックス 

新製品・サービスについて製品

そのものを説明するのではなく

リリースとして掲載します。発売

だけでなく、導入・納品について

リリースするのも良いです。 

「ニュースリリース」として、さら

にメディアへの通知と併せて実

施するのであれば「プレスリ

リース」として掲載しましょう。 

また、新聞・雑誌に掲載された

という事実はとてもインパクトが

あるのでぜひ掲載して下さい。 

 

■イベント・キャンペーン 

これらの告知はチラシや店舗・

店頭だけでなくホームページで

もお知らせしましょう。 

 

そして、オススメなのがこちらの

情報・ネタです。 

 

■事例紹介 

一部の人を除いて多くの人は

自分がファーストユーザーには

なりたくありません。似たような

事例があれば、心理的にとても

安心するのです。業種に応じ

て、施行事例や導入事例、加

工事例などをできるだけ多く掲

載します。ポイントは質よりも量

です。また、販売だけでなく相

談事例なども同様です。「こん

なことを聞いても良いのだろう

か・・・」とためらいを感じている

人の背中を押してあげましょう。 

 

■お客様の声 

大手企業と違って知名度で劣

る中小企業には「証拠」が必要

です。この点でもっとも効果が

あるのが、実際に購入・利用さ

れたお客様の感想や喜びの声

です。当事者がいくらメリットを

訴求しても裏付けがなければ

胡散臭いと感じられしまうので、

第三者の評価としてお客様の

声はとても重要です。 

これも事例と同様に、当初は質

よりも量を優先してください。 

 

このように、製品やサービスが

変わらなくても、商取引が続い

ている限り情報は増えてゆくも

のです。ネタ枯れになるというこ

とも基本的にはないはずです。 

 

そして、何よりもホームページ

の訪問者にとって、知りたいと

思う情報が集約された形になっ

てゆきます。 

ホームページの更新は、自分

で行う、スタッフが行うケース、

業者に依頼するケースなどが

ありますが、効率よく作業する

ために注意しておくべきポイント

があります。 

特に、業者に依頼する際には、

料金や作業期間に影響がある

ので、参考にしてください。 

 

▼準備 

・計画をたてる 

いつ更新するのかを決めます。

よくあるのはいますぐ変えたい

というケースですが、社内で対

応するにしても日常業務に支障

を来すこともありますし、外注す

る際には特急料金（追加料金）

の対象になってしまいます。多

くはそれほど急ぐケースはない

はずです。 

・素材、原稿を用意する 

形式は問いませんが、テキスト

は電子化しておくとあとの作業

が楽です。画像についても同様

です。印刷物を利用する場合に

元原稿の画像ファイルがあると

良いでしょう。 

 

▼編集 

・指示書作成 

どこをどのように修正するの

か、既存のページを取り込んだ

指示書があると間違いがありま

せん。 

※デジカメ利用時の注意 

最近の機種は高性能で高画質

なのですが、ホームページで利

用するにはデータが大きすぎま

す（編集前の画像サイズが 50倍と

いうこともあります）。写真の用途

がホームページだけの場合は

撮影モードを変更しておいた方

が画像の受け渡しや編集作業

が楽になります。 

 

▼バックアップ 

作成、修正したページをアップ

する前に、必ず既存ページの

バックアップを取りましょう。 

 

▼公開 

公開するタイミングや管理者の

承認を確認しましょう。 

 

▼チェック 

公開された後に必ずブラウザ

でチェックします。画像やリンク

切れ、関連ファイルのアップ漏

れなどがチェックポイントです。 

最近のインターネットユーザーは、

「調べる」「探す」以外に「共有す

る」ということをしています。 

こ 
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更新の実際 こんなケースは？ 
   

ホームページを自分で更新するときの注意 
   

更新しやすいページ、更新し難いページ 
   

ここれでは更新作業のヒントについて、事例

を挙げて説明します。 

 

▼配置・レイアウトに希望がある 

文字や画像など情報内容の変更だけでな

く、レイアウトなど配置を変更したい場合に

は、変更後のレイアウトを手書きでも構わな

いので目に見える資料として作成します。 

なお、ホームページでは実現できない、効果

的ではないレイアウトもあるので、必要に応

じて業者や詳しい人に相談しましょう。 

 

▼掲載中の画像を修正したい 

ホームページに掲載中の画像・写真を修正

したい場合は、使用中の画像ファイルでは

なく、その元になっている画像ファイルを

使って編集します。外注して作っている場合

には業者がそのまま持っているケースもあ

るので、手元にない場合には照会してくださ

い。元データが手に入らない場合は仕方が

ありませんが、使用中の画像を再編集する

と多くの場合かなり汚らしい画像になってし

まうことは覚悟してください。 

 

▼デジカメで撮った写真を使いたい 

高画質モードで撮影した写真はサイズが大

きすぎるので、適当なサイズで撮影する方

がよいでしょう。また、同一被写体について

1枚でなく、複数枚の写真を撮影してそこか

ら最適なものを選ぶようにした方が良いで

しょう。 

 

▼事例を追加したい 

事例集などはパターン化した方が、見る方

も分かりやすいので、予め項目・要素を決め

ておきます。その項目に対応するように情

報が集めると作業がスムーズです。ページ

のひな型まで用意できるなお良いでしょう。 

 

▼メニュー（ナビゲーション）を変更したい 

ホームページのメニューの変更は、影響範

囲が多くのページにおよぶため、みなさんが

想像しているよりも作業量が多くなりがちで

す。ホームページ制作時の作業方法や構造

にも依存して作業量が変動するので、構想

に上がって時点で担当のスタッフ、業者に相

談してください。。 

フッターについても同じことが言えます。 

 

多くの制作会社では、Dreamweaver（「ド

リームウィーバー」）と呼ばれるプロ向けの

編集ソフトを利用しています。 

 

このソフトを使えば同じように編集してホー

ムページを更新することができますが、

持っている方は多くないでしょう。 

また、ソフト自体がプロ向けの製品のた

め、比較的高価な上、使い方は難しく、専

門知識がないと実際には使いこなすのは

かなり難しいのです。 

 

一方、手に入れやすいソフトの代表として、

「ホームページビルダー」があります。とこ

ろがこのソフトはプロの制作者にはとても

不人気なのです。 

 

実は先ほどのプロ向けのソフトでは、表示

されない部分に編集に必要な管理情報な

どが記録されていて豊富な機能を支えて

いるのですが、ホームページビルダーでは

この情報は不要だと判断して削除してし

まったり、書き換えてしまったりするので

す。 

 

一度このような別のソフトを使って編集・更

新してしまうと、それ以降、そのホームペー

ジ制作した業者であっても以前と同じよう

な編集作業ができなくなってしまうことがあ

る点には注意が必要です。 

ホームページを更新するといっても、その

場所やその内容などのパターンによって、

更新作業の難易度、手間が実は大きく違

います。 

 

この違いは、見た目とは異なることも多く、

更新を頼む側と頼まれる側の作業見積、

感覚の相違となるだけでなく、外注時には

料金に関係してきます。 

ここではその点について説明します。 

 

■更新しやすいケース 

・ページ本文のテキスト（文字）変更 

・ページ内の見出しの変更 

・図や写真など画像（ファイル）の差し替え 

 

 

図や写真などを差し替える場合は、ホーム

ページのページそのもの(HTML)を変更し

なくても画像ファイルの実体を置き換える

だけで作業が完了できます。 

 

 

ただし、画像が説明する内容・テーマが変

ただし画像が説明する内容・テーマが変

わってしまう場合は、その画像の説明用の

情報(ALT タグ)は HTML として修正する必

要があるため、単にファイルの差し替えだ

けでは不十分で本文中のタグの修正も必

要になります。 

 

 

■更新しにくいケース 

・メニュー、共通ヘッダー、共通フッターの

変更 

見た目とは違って、更新作業に手間がか

かるのが、これらの情報です。 

 特徴としては、ホームページの全てペー

ジあるいは多くのページの共通情報として

利用・表示されているもので、変更内容の

多尐に関わらず掲載されているページ全

てが修正対象となってしまいます。 

 

例えば、 

「商品情報」というメニューを「製品情報」と

いう表記に変更するケース。 

修正する文字自体は、「商品」→「製品」の

２文字だけです。 

ところが、ホームページのメニューという共

通情報が全てのページに掲載されていて

ページ数が全体で４０ページあったとする

と、修正が必要なページ数は４０ページ分

になる訳です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これはホームページの構造上あり得る話

なのですが、更新作業に関するトラブルの

原因にもなっています。 

 

ホームページの更新のしやすさは、その構

造、変更箇所によって大きく変わります。 

気になる場合は、事前に制作会社に相談・

確認しておくことをオススメします。 

（高山） 

図や写真などを差

し替える場合は、

ホームページの

ページそのもの

(HTML)を変更しな

くても画像ファイル

を置き換えるだけで

作業が完了でる

ケースもあります。 

ただし、画像が説

明する内容・テーマ

が変わってしまう場

ヘッダ 

メ
ニ
ュ
ー 

フッター 

 

本文 

 

さらに、文字表記で

はなくて、メニュー

の飛び先（リンク

先）を変更するよう

なケースでは、見た

目には一切変更が

ないが作業が必要

なページがたくさん

発生する訳です。 

ヘッダ 

メ
ニ
ュ
ー 

フッター 

 

本文 
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お知らせ 
■SEO対策の第一歩、あなたのホームページの SEO実力を診断しませんか？ 

SEO対策に悩んでいる、対策したいのだが具体的にどうすれば良いかが分からない・・・そんな悩みをよく耳にし

ます。SEO対策を効率的に進めていくためには、闇雲に何かをやってみるのではな

く、まずは何より“現状分析"して状況をしっかりと把握することが大切です。 

このような悩みを持っていませんか？ 

 いろいろな努力を重ねて SEO対策に取り組んでいるのに、順位がなかなか

上がらない。 

 現状、どういう対策を取るのが一番有効なのか？弱い部分はどこなのか？ 

 SEO対策としてどの程度完成しているのか？ 
 

私たちは制作の際に SEO対策を実施する前には、必ず現状分析を行います。 

このレポートを手に入れて、あなたも次のようなメリットを手にしてください 

 現状、どういう対策を取るのが一番有効なのか？弱い部分はどこなのかが分かります。 

 SEO対策としてどの程度完成しているのかが分かります 

 SEO対策による改善が期待できることが分かります 
 

詳しくは担当または、ホームページへ  http://www.webquick.jp/c/seodiag.html 
 

■ホームページを定期的に更新しましょう 

 新製品・新サービスを取り扱っているのだがホームページが古いまま 

 新しい店舗、スタッフの情報も書き換えたいけど古いまま・・・ 

 ホームページもパソコンも詳しいスタッフがいなくて困っている 
 

そんな悩みをお持ちの方に会員制のホームページ更新＆サポートサービスの提供を開始しました。 

詳しい内容・資料については、いますぐ弊社担当者までご連絡・ご相談ください。 

 

■低コストで売上アップ！ ホームページ活用に役立つガイドブックを無料プレゼント 
  ～ かんたんに更新できる企業ホームページの作り方 ～ 

更新費用を抑えつつ売上アップにつながるホームページの作成方法が分かるガイドブッ
クが今なら無料で手に入ります。A4ページ２段組で 41ページ、単行本にすると一冊に相

当するだけのボリュームをもったガイドブックです。 

インターネットビジネスに必要な「ホームページ活用のエッセンス」を凝縮していますので、

これを一冊読めば、他の書籍を読む必要はありません！ 

いまならこのガイドブック（製本版は有料：1500円・税込・送料込）を無料でプレゼントしています。 

ご希望の方は、いますぐ担当者にご連絡いただくか、

次のページからお申込みください。 
http://www.webquick.jp/c/guidebook.html 
他にも以下の役に立つ情報冊子を用意しております

ので、こちらも併せてご請求ください。 

◇自分で更新できる SEO対策 

◇集客ホームページ作成講座（基礎編） 

◇ホームページ関連サービスのご紹介 

あとがき 
最初にも書いたツイッターですが、とにかく情報量がものすごいのです。特に勝間和代さんと広瀬香美さんのやりと

りを見ているとあっという間に時間を費やしてしまいます（汗）。    （高山） 

ニュースレターを読んでの感想、取り上げて欲しいテーマ、相談など、ぜひご意見をお聞かせ下さい！ 

→ FAX:047-311-6678 / 電子メール：info@pcbrain.co.jp 

株式会社ピーシー・ブレイン 
 

発行責任者：高山卓巳 
〒270-2253 千葉県松戸市日暮１－２－６ 勝どきビル３F  

TEL: 047-311-6677 FAX: 047-311-6678  Email: info@pcbrain.co.jp 

 

 

 

株式会社ピーシー・ブレイン 

 

〒270-2253 

千葉県松戸市日暮 1-2-6 

勝どきビル３F 

 

電話番号 

047-311-6677 

 

Fax 

047-311-6678 

 

E-mail 

info@pcbrain.co.jp 

 

営業時間： 

9:00～17:30 

 

地域で一番ネットを使った商売に

詳しいコンサルティング企業 

 

- Webマーケティングコンサル 

- ネット集客支援 

- ホームページ制作 

- SEO リニューアル 

- WEBシステム開発 

 

当社 Web サイト 

URL: 
http://www.pcbrain.co.jp 
http://www.webquick.jp 

 

 

   

 

 


